[image: image1.png]SHEE

SRR Bt
SRIENL
BASIECLEET

] s

AREEEEY



                                       

 最近ペットボトルを分けて収集する自治体が増えた。それはどうしてなのか、そのペットボトルはどうなるのかに興味を持ち調べることにした。

1、 ペットボトルとは
        ペットボトルとはPOLYETHLENE TEREPHTHALATE （ポリエチレン テレ

       フタレート）という原料の名前の頭文字である。このペット樹脂からは繊維やビ

       デオテープなどもつくられる。また、ナイロン、やポリスチレンは同じ「ポリ」

       を原料にした仲間である。

        1977年しょうゆ容器に初めてペットボトルは使用された。その後1982年清涼

       飲料にも使用されるこよになったが当時は1リットル以上の容器にしか認められ

       なかった。1996年500ミリリットル容器も販売可能になり便利さ、ファッション

       性などがうけ、爆発的に売れた。

2、 ペットボトルの生産量

        清涼飲料、しょうゆ、洗剤、シャンプーと多岐にわたって使用されるが 

       生産量は約25.2万ｔ（1997年）、そのうち実に７７％の19.7万ｔが清涼飲料であ

       る。しょうゆ、酒は年度別に見ると横ばいが続いているが、清涼飲料は毎年

       約5万ｔづつ増えている。それに対し洗剤、シャンプーはもともと生産量は1万

       数千ｔであるが毎年数千ｔづつ減少している。このところ詰換え用の洗剤、シャ   

       ンプ－が多く見られるが、成果はあらわれていると思われる。しかし全体からみ

       ると焼け石に水といったところだ。

3、 ペットボトルのごみとしての処理

         不燃ごみとして埋め立てている場合と他のごみと一緒に焼却する場合とがあり

        ます。埋め立てる場合かさばるので埋め立て地を多く占有する事になるのに加え

        隙間が多いために陥没も起こってしまう。焼却の場合プラスチック製品は

        約1万ｋｃal/kgの高い燃焼カロリーが発生し焼却炉を傷めてしまうがペットボ

        トルは約半分の５５００kcal/kgしか発生しないといわれる。またプラスチック

        製品は焼却によりダイオキシンを発生すると言われるがペットボトルの構成元素

        は炭素、水素、酸素の３つのみであり塩素を含まないのでその心配はないという。

        （ペットボトルリサイクル推進協議会）しかし限られた資源を浪費していること  

        は明らかであり、リサイクル、他の容器への転換等私たち消費者も考えねばなら

        ぬ問題となっている。

4、 容器包装リサイクル法について

（正式には「容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進に関する法律」）

     都市ごみの６０％を占める容器包装廃棄物のリサイクルを推進するため１９９

    5年この法律が成立し1997年4月から段階的に実施される事となった。ペット

    ボトルについては1997年からである。

     この法律のポイントは行政、事業者、消費者それぞれの責任を明らかにし、消 

    費者は分別、行政は回収、事業者は再商品化を受け持つことで容器包装のリサイ  

    クルを円滑に進めるシステムになっている。私たち消費者はごみを分別するだけ   

    なのか。実はリサイクル費用商品価格に反映され、消費者一人一人が応分の負担

    をすることが大前提なのである。

      ペットボトルは分別回収された後、ペットボトル再生処理工場で粉砕、洗浄な

     どが行われフレークまたはペレットというプラスチック原料等となる。これら

     プラスチック製品、繊維製品などの原料として利用されペットボトル再製品の

     ワイシャツ、カーペット、台所洗剤用容器等さまざまなものに利用されていま

     す。

５、回収状況

        では回収状況はどうなっているのか。厚生省によるといかのようである。

 　                                平成10年度     平成9年度    
     年間分別収集量              47620トン       21361トン

     再商品化率（収集に対する）    ９４．９％        ９０．５％

     実施市町村数（計画に対する）  １０１１           ６３１

     10年3月時点での

     分別収集対象人口               7786万人         5238万人    

     上記人口の総人口

     に対する割合                   ６２．０％        ４１．８％               

   このグラフを見ると確かに回収率は上がっている。しかしよく考えてみるとこれは分別収集可能な地域が６２．０％と見る事もでき実際その地域の人のうちどれだけの人が分別しているかは別である。

5、 デポジット制について

デポジット製とは商品に一定の預り金を上乗せして販売し、容器等を返却されたとき

それを払い戻す制度である。デポジット料金の払い戻しという手段によって使い捨て

をなくし、回収率を上げリサイクルをはかるこの制度はその商品の生産、流通、消費

に関わる人たちが税金を使わずに自らの責任で資源を回収する優れた制度といえる。

ちなみに飲料容器のデポジット制度は欧米の環境先進国はもとより台湾などアジアの各国でも導入されており70％から８０％の高い回収率をあげている。アメリカでは

散乱しているごみの対策としてびん、缶、ペットボトルにデポジット制が1982年からはじまったが1年で散乱は１５％も減少し埋め立てごみも２０％の減少というめざましい成果を発揮した。ドイツではペットボトル1本に53円ものデポジット料金を設定し回収率95％以上を誇る。さらに驚く事に30回も再利用されている。

6、 まとめ

 残された資源をどのように使うか、エネルギー、原料どちらにおいてももう先が見えてきてしまっている。わたしたちは石炭、石油、原子力とエネルギーの変換をしてきたが無限のエネルギーは技術的にまだ生み出せない。いま一番目を向けなければならないのは資源の浪費ではならないだろうか。わたしは資源、ごみ問題どちらにもデポジット製は有利であるような気がする。とはいっても日本で使いまわしの容器は売れるかというと疑http://www.petbottle-rec.gr.jp/e/etop.html問がある。しかし選択肢として是非デポジット制をという消費者もいることだろう。これからの企業、行政の動きを見守っていきたい。

参考ＨＰ    （http://www1.doshisha.ac.jp/~gunjima/pet/pet1.htm）

            （http://www.nippo.co.jp/easy.htm）

            （http://www.mhw.go.jp/houdou/1107/h0716-2_14.html）

            （http://www.petbottle-rec.gr.jp/e/etop.html）

            （http://www2g.biglobe.ne.jp/~bko/deponet/）

            （http://www.nippo.co.jp/yolink.htm）
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